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生　物　の　い　の　ち

山　根　銀五郎

夏休みが近ずくころになると草木は卦い繋げり虫は数がまして，自然には生

命があふれるように成る．長い雨もあけて其夏の空の下に植物を求め，虫を言

がし，海辺に小動物をあつめるのは大きなようこびだi

そうしてとったものは多くは頭本となって採集家の宝物をふやして行く，今

年も大供，子供が虫を追い革を求めて山野を披歩することだろ‰

以前は町の中でも飛びかうていたトンボやチョウもめっきり減るし，野草ら

Uハ野草も影をひそめてしまって淋しい．ことである・都市の膨張ということだ

けでなくて，農薬の大臣使用がどんなにか自然界を害っているか。

私たちは工夫に工夫をこらして自分たちの生存を確保し生活を富まそうとが

んばるが，その結果は自然にせかせておけば丈夫だった子供は亡弟になり，大

人も手足を動かすのが面倒になって僚械を使う結果は満足に歩くことさえでき

ず，心臓は弱り，肝政はむしばまれ，排気ガスのためにガンが続発して処置な

しである，精神病の増加もこの人間の活動やその結果である社会的なものが生

み出したことであろう。

豊かな山野をこわし，多彩な生物を絶滅して，いたずらにマイカ・－を走らせ

てみたところで，人生は豊かにはなるせレ、，団地の小部室に餌をあてがわれた

飼育動物のようである。

こうなると生きることの目的と言うか，意味がもう一度反省させられる。雑

草だ，毒虫だとさわいでいるときには，それが絶滅に熱心だったが，全力をあ

げた結果は虫もいず，革らしい草もない，そし廿日の魚も，海の魚も死にたえ，

たまに食へば中毒する，牛乳をのめばそれにも鼻薬の形容がと言うのではなん

のために生きているのか分ら夜レ、。工場の中でタロレヲを培養して食物として

生活するとなると今さらに米をたべ，バンを食べ，魚をたべていたころが天国

のように思えるかも知れそこ／ヽ。

光源は大腸に　危言妓点午の迂曙を利用して大地から穀物を収穫して生きて
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きた人間であるが，これがひろびろとした自然のもとで鳥が鳴り，煤の飛びか

う中で汗水たらしでの仕事が幾菜だが，そしてこれをレ1ぷかる人はないが，同

じことを宇宙舟卸）中で，太陽‘ェネルギーで，クロレラを培養するとなると違っ

てくる，自分の糞便でタロレヲを養い，自分の小便を浄化して飲料水として飲

む，将来の宇宙旅行は飴りたのし的ものではないらしレつ。

このようにかくと非文化主義のようにとられそうだ，しかし文化的とはどう

ゆうことだろうか，自然をこねLI非自然的なことが文化的なのだろクか，人

間の力がまだ討く自然が圧倒的だったときは，森を切りひらくことだけでも文

化的だった，伺汝ならそれによって人間生活が確立され，豊かになったからだ

ったがいせは，一本一一葦，「虫一獣が貴重になってきた。自然を切りひらくの

でなく，自然を大切にすることが文化的になってきた■なぜなら自然のない人

生など，考えてみてもゾヅトするからである●

．野にあそんで虫をとらえ，森にあそんで下草をつみとる楽しさをももつづけ

られるような文化生活でありたい，共存共栄は人間社会のワクの中だけでなく，

動物や櫓物も仲間に入れてやりたいものだ。

〔鹿児島大学理学部生物学教授〕
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オオオサムシの地方変異（工）

飴　本　秀　夫・大　我　俊　輔

く前　著＞

19d3年の冬よりオサ堀に興味を持ち鹿児島の諸山や，噂省先の福岡県棺智山などで集めた

オオオサムγが，相当数集虻ったので，その地方変異について調べてみる車にした。

この調査の動機となったのは，進化論の中にある，地理的隔離説である○つまり，オオオサム

γは飛那巨力を欠く昆虫であるから，比較的，交配範囲が狭くなり，地方変異が生じやすいと，

予対し，それがどの程度のものであるかを知りたかったからである。そこで，まず何を比餃する

かが閏淘となったが，オオオサム㌢自体が，色，斑文などで比較しにくい昆虫であるから，今回

はせず，上知の正中線の長まで比較する事にした。

なお，最初この調査は飴本，大我の2名で行ったが，飴本は発表に当り参加出来なかったので

文責は大我が負うものとする。

く方　雇＞

0採集した全オオオサムyの正中線を測定し，採集地別に平均値を出・れ（別表1）

0正中練はりバイダーと竹彿スケールで測定する。（0，5湘虻で有効単位とする）

0各採集地から，ち♀，それぞれ25匹づつを無作為に選択する0

0谷♀別々に正中級長のグラフを作る。（別こ茂2）

採集地は

1．鹿児島県谷山市烏帽子各・・・…・（23．X－1943），（29．Ⅲ－1954）採集

乞鹿児島県霧島山粟野岳・・叫・・・・…・（5・－7．皿－1954）採集

3．福岡県直方市福智か・・…・・…如イ29．刃－19占3），（24．Ⅲ－19d4）採集

4，福井県勝山市附近……・・－……・・・採集年月日不明（1953－1944）

刻祭の湘定に当っては，19d4年の10月に行ったが，誤差を少くするように，晴天の日を

選んで喪中的に珊定するよう努めた○測定数は3dC＝詮匹で，そのほとんどが，冬朗の崖崩しに

よって採集したものであり，採集地点も局地的となるから，各採集地内での環境差は小さいもの

であると思う○しかし，採勤勉に上っては，2－3匹といった所もあり，容♀がそれぞれ25匹

に満たない所は除き，上記の四地区に締った。

く結果＞

（別表1）　　　　　　　　　　　　　　　　　単虻は仇（約は測定教

鹿児島県烏 帽子岳雇 鹿 児島県栗野岳唾 福岡県福智山唾 福井県勝 山市政

谷 1 史 5 （ 3 3 匹 ） 1 受 0 （d d 匹 ） 1′鼠 8 r 2 9 匹 ） 2 0．1 （2 8 匹）

♀ 2 0．9 （2 5 匹 ） 2 0．1 （d 1 匹・） 2 0・8 （4 2 匹 ） 2 2．1 （4 0 匹 ）
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（別表　2）　　　横軸：＿上期正中線長く仇），樅軸：匹数
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く検　香わ

せだ測定対象地域や測定数が少なく，その上，＿上切の正中線の比較のみで，地方変異を論じる

尊は，危険であると思うが，一応，現段階での倹討を試ると一般的に次のような事が言えると思

うo

t　省より♀の正甲線の方が長い。

2．．九州産のものエ少稲井県唾のものの方が大きい。

鼠　同じ鹿児島県竜であ少劫も，烏帽子岳塵は粟野岳慶より福岡県福智山唾に近レヽ

2・の意味する所は鹿児島県轟と福岡県啓のいずれよりも，福井県産が大きいとい，事であり，

それは，九州産と福井県竜との間に二線を引き得る可能性を示すものであろう。これを隔離説的

に考えれば，九州と碍井（本州）との問の地理的障害物として，関門海峡があり，それが地殻変

動に上って生じて以来，飛翔不能をオオオサムγは，完全に滴峡に上って隔離され，九州産と，

本州竜との間には交配，増和し起らず，今自ずでそれぞれ環境で淘汰されて来たと考える皐が出

来るe

（オオオサムゾ）（地政変動）　　　　　　　（亜稽）　（別種）

A「．‾‾‾‾こ‾‾⊂：

本州轟A十一→A叶－∵ニー∵－HこうB

九州種A‾一一一・→A‾・∵　ンC

瓦の現象が表われた原因の一・つとして推測されるのは，採集地点の高度差（烏帽子串3．00仇，

粟野岳700m，椙智山380m）による影響であり，高度差が気温や食餌の多少に関連し，烏

帽子岳と粟野岳の水平的同位性より，鳥椅子岳と福智山の垂直的同位性の方がより強く∫環境と

して作用した，という考である○

く閏題点＞

1．体長は，食餌の多少等の環境の変化で比較的容易に変化する，いわゆる適応形質的な面が紗、○

今回，その一部である上鞄正中線の長音で，地方変異を論じたのは少し問鞠があると思う，次の

段階では，遺伝と関連の深い体制形質で比較・険討したい。

2，現在，九州塗オオオサムγには，8ub8p・且e胎anllと81鷹泊p・8tr enn日　との二亜

勧；あり，その分麹は，上翔第四鎖線の外側力規則的であるか，不現則であるかて分けてあるが，

工EBⅢ丁第5号の鹿児島県のオサムγ（1）で嶋洪氏が言われているように，鹿児島県在のもの

はその変異が腹かで分別はつけにくく，叉，Str。m白だろうと予想された福智山政のものも

同様であった。この間題は，もう少し採免地点を増して行くと解決するものと思う．

く参考文献＞

1．湊　正雄　他（1958）　日本列島　岩波書店

2．醜猛彦　て1、952）日本昆虫分類図説Ⅲ細目　オサムツ科I

瓦　バンソy（19°2）L八杉竜一訳　動物の分類と進化岩波脊店

4．嶋　洪一　日9°3）鹿児島県のオサムγ（1）もEちEⅣ　第5号

（農学部討医学科4年）（幾学部幾学科2年）
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屋久島からの甲虫類の採集記録

嶋　　　　洪

1943年4月，邑久島へ採集に行かれた田中洋，章，南野鍋，河野謙一氏ら甲採無品のうち，

河野氏のものを除く全ての甲虫類を筆者がお預かりした。このうち，カミキリム㌢科については，

すでにSATSuMA（鹿児島昆虫同好会々誌）41号に発表済みであるので，ここにはその他

の甲虫類で，同定のできたものを発表したい○

同匂珪すべて・原色昆虫大図鑑・毒腺錮（1943）によったので・種名は和名のみで記した。

記録は！採集場所，頭数，採集月日（採集年は幸てl？43年であるからここには省略する），

採筆者の贋で記している○また，採染着は，田中洋，田中章，南野鋼をそれぞれ，HT，Aで，

SNと略記した。

1．ハンミョウ

湯泊一小島（3e草野‥Ⅳ・12，Aで），大川流域rlex・．Ⅳ・12，Aで），平内（

3ex8．，Ⅳ．L12，Sy），甥一小杉谷（5ex8．．Ⅳ．14，SN），安房（1ex．，

Ⅳ．1d．HT）

2．マイマイカ．ブり

安房一小杉谷（1ex．，Ⅳ雷．7，AT）

3．スジアオゴミムγ

安房一中間槍（1ex‥Ⅳ．7．Aで）

4・ェ・昌ヅボン雪ツポッゴミム2㌢
つ　ノlニ

粟生（1ex．．．Ⅳ．8，AT）

5．ヤクツノ′ヽネカタγ

妥啓一小杉軍（lex・，Ⅳ・7●耳で）

＆▼アオノ千丁リガクバネカクツ

・′安輝（．1ext・．Ⅳ・14・HT）

乙　コ、ゑワガダ

黒味川流域（18Ⅹ‥Ⅳ．9．AT）

8．ヒラタアオコガネ

安房（1ex・，Ⅳ・d・Aで）（38準・，Ⅳ・14，問で）（27ex8・，Ⅳ・1占，

SN），安野～小杉奪（．1早耳‥lⅣ・14木澤）（2ex8・，Ⅳ・15．AT），粟生一

大川（158Ⅹ6．，Ⅳ、．lP，Hで，Al∴S封），粟生？湯泊（1ex．，Ⅳ．11，SN）

負　ハナムグリ

畢生？坤1日奇Ⅹ‥Ⅳ．10・，SN）
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10．37オ′－ナムグり

粟生㌣大川（1ex．トⅣ．10，SN），安房（2ex8．，Ⅳ．15，SN）

11．　ルりナカポリメマムy

安房（4ex8．，Ⅳ．14．HT．AT）（1qK．，Ⅳ．15，HT），安房～小杉谷（d

eⅩ8．．Ⅳ車15，Aで），粟生（1ex．，Ⅳ．8，HT），粟生一大川（10exB言－Ⅳ．

10，Hで，SN），粟生～場泊（dex8‥Ⅳ．11，SN），粟生～中間（2exB言Ⅳ．

11，AT），中間一湯泊（1ex・，Ⅳ・11，HT），場泊？尾ノ間（5ex8‥Ⅳ．12．

SN），湯泊一小島（5exB．，Ⅳ．12，AT）

12．ダンダヲチビクマAy

安房（21ex白・，Ⅳ・14，HT．SN），安房～小杉谷（2exB．．Ⅳ．14．Hで）

13．セボケタブタカイ

安房（1ex‥Ⅳ．5，AT），安房～′ト杉谷（3ex8．，Ⅳ．15，Aで），粟生一中間

（2ex8．1Ⅳ．11，Aで），湯泊一尾ノ間（2日Ⅹ8‥Ⅳ．12．SN）

14．べクリヤテン1トウ

安房（SexB‥Ⅳ．14，HT．SN）

15．コタロヒメテン1トウ

安房（1ex‥Ⅳ・14．SN）

1丘，ヒメブタモンクロテントク

粟生～湯泊（10ⅩりⅣ．11，SN）

1え・テントウムツ

安房（dex日．，Ⅳ．14．且で，SN）（1ex‥Ⅳ．15．Hで），粟生（1exりⅣ．

8．声門）
18．ノナナホγテントウ

違算（1ex‥Ⅳ．日．注で），粟生一湯泊（1ex‥Ⅳ．11，SN），中間一場泊（

1ex．，Ⅳ．11，HT）

1貪　ヒメスナゴミムγダマ1′

安房（2ex8．．Ⅳ．1°，HT）

20∴・キマワリ

森澤一小杉谷（1砿‥（幼虫），Ⅳ．7（Ⅴ．16．19日，羽化）．HT）

21．∴7カクビナガハム㌢

壷房（撃‥Ⅳ・1P，．SN）・粟生～大川（1ex‥Ⅳ・10・SN），卵流域（1
ex‥Ⅳ．10，注で）

22．ドゥガネッヤハム㌢

安房（1ex‥Ⅳ．14，SN），粟生一湯泊（5ex8‥Ⅳ．11．SN）

25．アカガネサルハムツ
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安房（2exロ‥Ⅳ．14，S事）

24．ウリハムγ

安房（1ex‥Ⅳ．14，SN）

25．7トポッハムγ

妥醇（1ex．，Ⅳ．14，SN）

25．カミナリハムy

安房（1ex‥Ⅳ．14，SN）

2え　ルり†ルノミハムシ

安房（1exりⅣ，14，HT）Oex臥＝Ⅳ・ld，SN）

（典学部農学科3年）

「鹿児島県のカミキリムシ頬」の発刊を祝す。

この特集号は鹿児島昆虫同好会機関誌であるSATSUMAで近日中に発刊

されるもので，我が生物研究会の会員である，鳴　洪氏が坂本久米姓氏（加世

田電報電話悟勤務）と共著で，先頃から轟集に精だされていたものである。

内容は次のようである・。

1．鹿児島県唾カミキりムγ日銀（九州本土）

2．鹿児島県のカミキリムツ分布発生資料と補足（九州本土）

5．鹿児島県喧カミキリムツナ覧衣

4．鹿児島県唾カミキリムyK関する文献日銀

本文（タイプ）100ページ程度。薗代：1冊約550円　送料　50円

中人先：鹿児島市薬師町91　田中洋方　鹿児島昆虫同好会・
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屋久島の甲虫採集報告（1963年）

河　野　錬　一

昨年（昭和38年）は二回にわたり星久尾に行く機会を得た。昭和58年4月のものは田中洋

田中章，南野桐の各氏がhEBENd号にかいていますので，そのおりの環科のみを拉供して割

愛いたします。二回目は同じく38年の7月10～18日の間にでかけていますので，これを中

心にかいてみます○なか，今年度（昭和39年）は秋休みにで週間ばかり訪島してみせしたが，

籍日の悪天候のため収獲はかんばしくなく末だ整理中ですので・，次回にでも譲ることにしせし払

な封，今後，生研部員及び同好会員が数多く訪島されて，少しでも堅久島の実態調査をしていた

だきたいことを願って駒おきといたします。

7月9日（出港前日）鼻

今回再びでかけることになったいききつは，4月に訪島したとき，収穫が四分通りで期待に反

しましたので，もう一度でかけて，いくらかでも訝ヾてこようと思ったからです。

録紗は，部員といっしょに行く予定でしたが，都合により単身となりました。内地の方はよく気

のむくまま一人で，いくこともありますが，離島となるとちょっと不安夜気がしたものです8

どうやら，梅雨も末期症状で，この二，三日中に終るものと判断しましたので，18日に出港す

ることにし牢。食糧は一週間分，あとは現地補給することにして，すべて万事OK．／

7月10日．小雨がち　鹿児島港～安房港

船出のこの日は，あいにくの冷たい雨。「両国情話」の甘いメロディーに送られて，船中の人

と覆る。星久鳥丸には同好の者と思われし学生が三名のりあわせていた○彼らとすぐ親しくなり，

今後のスケジュー・ルの紹介をする。何でも正毅大学の幾学部鹿茸化学科生とのことである。海上

はしけで烈風のすさまじさ中を「はしけ」で安房上陸。亨つそく安房公民館の御厄介になる。

公民館の事務をしている例のSch拉1elI鹿dchanはまだいたが，4月のときよりやや太り気

晩で消沈．／＿　丸軋BS．AdbOとかN君よりきいていたが。・・…・・・・……

7月11日▼　盛ときどき晴　　安房～小杉谷～石塚～花の江河

天気回領のキザyがみえ始める。どうやら前雛北上しているらしい。ネバリネバッタ交渉が

かなってトロ便乗することになった。小杉谷手前3晦のところで下車。鉄橋が崩壊してい、るとの

ことである。ここから歩いてン1、杉谷についたのが9時半過ぎ。小休憩をする。飽日和のためかバ

ク：7ライが顔をあまり．みせない。ここでは，クスイロコノマ（37），アオバヒ仕り，ツマベエ，

7オスジ，カラスetc．を日払（コガネムリ，カメムγを専門としてレ増すので，蝶の方は擦

らないことにしています。）　　　　小杉谷（・＝〕：38）～石塚一花の江河（5：30）

10時半から花の江河に向けて出発。研あたりでは子供らが小生をもの珍らしげにみてくれる。

「オカッナオツサγが来たわい」とでも思っていものだろう。ここで小雨に出会う。まったくい

やを藍久雨の歓迎，何度かこの屋久昌に来て思うことは，来訪者ていやがられるこの覧久雨にも
－
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旅情というのか，何か文学的価値があるのではないかと思う。ちょうど，林フ電子の作品や

サマ．ヒット・モームのme Rai山などにみられるが如く…………・・…こういうことを考え

ながら昼食をすませる。トロ柊点の「中の小星跡」をすぎるとなかなかの苦しいコースである。

ぐ参考までに：39年10月現在のこの小杉谷一花の江河コースは9月甲例の台風のため，軌道

が波壊され，倒大患どで通行不可地域が非常に多れ今後はこの方面は遠慮された方がやい。＞

丸大橋，はしこ，倒木のくぐりぬけと無数のγサーズで，宮崎県北部の大崩山（1d43仇）を

思わせるようなところである。このあたり，名物の墓久杉は記念物的にあるものの，ほとんど切

り尽くされて，見る影もないのが惜しまれる。ここの急勾配では，何しろリュックが重いので，

蛸轟より歩くのが精一杯というところであった。破損品（7）ではあったが，チャイPとゲビロ

ウドカミキリを一朝つかまえ，その他めぼしきものを数頚・・…・・・・・・……

晴れた日であるなら，このコースはねぼりさえすれば，尻れそうなところである○あいにく烈風

にて原始林のゴーゴーとうなりをあげて叫ぶのには，迫力ありで遠来の客にとって済出過剰であ

る。4時をすぎると，密林中ゆえ，な穀さら暗くなってきた○近畿大生も前後してついてきた○

ガスが漉く，屠雨がふりかかって視界慈し　この日は5時30分で花の江河1‰手前のところで

すバークすることにした。夏とはいえ‘時近くなると明りのいるはどの時書紀で，花の江河まで

いけなかったのが残念である。

7月12日　時・視界慈しノ5時起床　花の江河†黒味㌢宮中滞岳往復

荷物をまとめて，花の江河はでいく○ここらの1K皿は1・時間もかかるのにはま胱）でしまうe′ト

星は今冬の雪でつぶれて見る影もない．絵ハガキでみる通りの美しいところで，ちょっと小さな

尾瀬沼を思わせる振地帯で，ここに「ヤクγマツヤクナゲ，ミズゴケ，ヤクγマγオガマ，ツゲ

▼etc．」がみられた。残雪が最近まであったのであろうか（この年は80年ぶりと・かの大雪にみ

まわれた。）木々の色が以外に明るい黄緑色で，冷々としていた。

ここに荷物は率いて，ネッ・ト，殺虫管咋サブ丁キ卒リングのりでたちで黒味岳・、　30分で黒味

岳（1836撒）へ登風蘭雨あが・りのためか演者とやっていい位の視野の草書で，宵の浦・永

田岳もみえず†版下の花の江河がみえかくれするのみである0この黒味附近には，虻メイワカガ

ミが赤い花を，叉名の知れぬ高山陪物がいろいろとカラフル草花を咲かしていたが，名前のわか

らなかったのが残念である。鼎味岳をおりて，宮の浦陵線へコ時間，途中，わくし，安房，翁

岳と1800訪級の山腹を縦走○宮の滞岳では，「モンアツナガコガネ」15匹ほか，′、エ＿を教程

也で，たいしたものは得られなかったふ屋から宵の浦苗～永田岳率ん邸へ向ク。かなりの急頓斜

′ではあるが，附近の谷には，陽をうけて暖たまっている水たまりにミグゴケ．，．モク雪ンゴケなど

が繁茂；ところによっては，ヤゴのみられる可能性もあると思うが，いかがであろうか7

昨夜の台吼情報さえなかったら，永田コースをとるつもりで，リュックをもってくる予定であっ

たが，未知コースであり㍉天候が好ましくないので官の浦岳を通って花の江河へもどることだし

た。…・…・・・“…‥

7月13日　雨ときどき負・花の江河一小杉省一安房
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晴れてくれるとこの小杉谷一花の江河コー1スも，いろいろとおもしろいのが採れると思うが，何

日もねぼるわけにはいかないので安房にひきかえす○下りであるから，27K腿のこの行程もさほ

ど苦には凌らなレも…∴・……・・…

たい在4日目というのに，まだほとんど採つ七いないので，これから大いにハッスルすることに

して安房泊り。夜になって暗い港のブルースの流れるバー見物をして，夜間採集。丘の上の安房

小学校，屁であれば種子島のみえる海岸通りの水銀鐙の下で5時間錬りもいたかいありで，「採

れるわ，採れるわ」このときほど，燈火採集のありがたみ（7）を感じたことなし。畳的佗大量

にとれるし，コガネのみ凍らずカメムγ，カミキリの類の珍らしさ奴から夜の蝶までギ甘ウサン

である。………・・…・・・

7月14日　魯　安房滞在

こゐ日も安房近くの山歩きをすれども，にわか雨忙降られ通し。夜は同じく燈火採集。あんまり
●●　●　°

よくとれるので「昼はねてくらせばエレ1」などとめかしたものである。

7月15日　時　安房一永田

先の近敲大生と別れ，バスで永田へ行く。山歩きをしてみたが，ここでは南部海岸のように多く

へゴがみられず，たまにみるのみである鳩なるほど，組物は寒暖に鋭敏なる天然のイソデイケー

クーであると感心したものである。すれば，昆虫相もか‘くの如しというわけであろう。

ぁりきたりのコガネを揺るにとどまった。永由Ilに赤く染まつ料永田連峰が，つっている様，及

び，硫黄島，口之永艮訊砲の中間あた醒）大洋に陽の沈む莫し巷は，何とも記しがたい。



永田4、学校にお世話になりましたが，尾上校長夫秦はじめ，いろいろと暖かいもてなしを受けて

感討感激。屋久島で一番人情の料無いrHところと思いました。

7．月1dヨ　盛と，きどき晴　永田～宮の浦一馬問（種子島）～上申（中穏子）

維ロの一日だけでたいして採れそうなところでなかったので，（耳だし，永即は、ら支準を渡っ

て永田岳へ行く途中はi酎芋よく登備きれており，ハンミョウとかカミキリが期待できそうである。

叉，永田から永田岬の燈台附近もレ兢ハ）富の商務から稽子鹿にわたることにしわ

申和子の島問から歩いて二時間飴，上中の中平小学校のお世話になる。啓子島の力う唱久島より，

いくらか開けている感じである。島の中央にあると思われるこの上中（カミヤカ）も，西に屋久

島をあおいで遠々とつづくサトウキビ畑に囲まれた美しい街であった9

7月17日　上中一門倉岬（而踵子）

朝早く，中平（ちゆうへい）4、学校の先生の厚意により，オートバイで中種子の製糖工場の見学，

そのほか，レへろいろと路子鳥のことについて教えてくれ，今後の採壌旅行の良きガイダン㌧スであ

った。乏ふなか粋なべツピソを乗せて走る・ごこのパスにのって，鉄砲伝来で有名がヨ倉岬へ。岬

突端まで歩いて10分ばかり，荒波にもまれてくだける白波の美しりところ把で，これほどの歴

史的重要性をかびるこの地が，以外にひっそり，と人待ちのていであるのは離島のせいであろう。

いろいろと珍らしさ南方也P植物が茂って，軍拡セメ科植物には伺かれるものと′期待したの灯が

っかりであった。早導きは三文の碍なるものを守らをかつプと本日は，昼の太陽がジ、リクリと嘩い

ているところを虫を接そうとする方がムリのようである。パスの使なくして，帰りは10‰詮り

歩いて上中へ○この日，小学校へもどってみると，広島より電報ありで，囁鹿することに卑つね

夏期ゼミナールのためであるがあと，4～5日はどこの中和子を北上して採集旅行を終えたかっ

たのにまことに残念でならをレ、。

7月18日　時　西の菜から帰鹿

以上のようなわけである0この採集旅行に際して工正BEN4号，成見和総氏の「屋久島採集紀

行」。tC・を参考にさせてもらいました缶盆か　訪島中　いろいろと御世話下さった安房の区良

きん，永田小学校，中平小学校の皆さん及び近戯大生の皆さま，そして4月に同行された田中洋，

田中章・爾野桐の各氏に心から御礼申しあげますふ

採集記録

前述の如く昭和58年4月及び7月の2回の強記銀です。

登記順：和名，場所，麻個体数，採旗日．，擬己しない限り，私自身の採無によるものです。

◎コガネムツ科　Scaraもa81dae

O Var．　軌α且ユata B乱te白　　モンアアナガコガネ

宮の浦応，（5），Ⅶ．12，19°5（以下省く）

01抱r．ochroptera　αぜ亀8　スジコガネ

ー12－



妥澤，（1），切．14

0　V瓦r．CaBtanまpmlS　αユauB　ヒメコガネ

安房，（2），Ⅶ．14

0　fbpillla・japonica N由Ⅶman　マメコガネ

永田，（云），Ⅶ．15，他；種子島の門倉岬，安房で目磐。

O Ga8trOBerica・herBi Hby且en　チョウとンγやビロウドコガネ

4、杉谷，（5），Ⅷ．1l

O M・SatnⅡ邑eniB Niji皿a Kh08hlta　サツマコフ守ヲガネ

宮の浦，Ⅷ．15，目撃

O MelolOntha japmica蝕m18ter　コフキコガネ

安野，容（1），Ⅶ．15

0　Ano江払ユalal加pilOBa Hqpe　アオドゥがネ

安房，r13），町．14；（4），Ⅶ．15

0　AnQ田丸1a・Ⅱmlti8trla尤a Moもβc加1日ky．バツノヒメコガネ

賓房，（1），Ⅶ．14

0　事瓜∬給1a cupr酪Hq）e　ドゥガネブイブイ

安房，（3），Ⅶ．14；（2），Ⅶ．15

永田，（1），Ⅷ．1d

O All岬．i皿　dlchotom日　工且nne　　カブトムγ

安房，谷（2），♀（1），Ⅶ．14

°　Anq【ala．OCtleecOet乱ta　伽rⅡ胞18ter　　ヒラタ∵アオコガネ

安房，（15），Ⅳ．14；（5），Ⅳ．15

湯泊，（29），Ⅳ．11；小杉谷，（25），Ⅳ．13

大川一粟生，（9），Ⅳ．10

（備考，体長9～12愈露，体色赤銅一青銅～漉音色にいたる官でいろいろみられ，個体変

異がレ1ちじるしい。主に畑，路上にて採免，）

O BlltOPer也a orleI沈all白Ⅶ乱terhmBe　　とマダクコがネ

花の江河，r2），Ⅶ・11

安房，（1），Ⅶ．15

（備考．これは，コゲyマビDウに酷似していて判定困難である。）

くハナムグり＞

O QD℃etOnla jucun且a弛1aermam　コ∵アオハナムクリ

安罪，（1），Ⅶ∴・14；く備考　この隈か

Var．femglTIG即．罰eltter（伺）をⅤ・25，19°3．桜島で採具している＞

0　馳lCetOnjエ　ーが1ゴPr議了血も白C加1盛y　ハナムグ11
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中間，（2），Ⅳ．11，田中洋氏（採）

0］むOtaetia t）reVltarBiB　工j町立白　くブタホッパナムクリ

門倉岬（種子島），ち（1），Ⅷ．18

◎カミキリムy科　Cer咄Ciaae

0　壬）明氾rice刀はS Bp白e篭乱も£1土8Mot8c餌1政y ヘリグロ・ヾエカミキリ

安房，（1），Ⅳ・14一；（備考，出現が少し早い感じ）

O nlTyp地もateSi GaI盈n　ペーツヒラタカミキリ

安房，ち（3），Ⅶ∴14；（簡考，体長る4～3d想咤房海岸のマツの大略で）

O Prlon181n国ユ1arl白MocBChuユ8ky　ノコギリカミキリ

安房，省（1）㍉阻．14；イ備考，ベ－，γに同じくマノの未艦で）

O AcalOlepta　加皿rlo8a BateS　センノカミキり

花の江河，容（1），Ⅶ．11

0　Acalolepta fnlvicQml臼：馳旧COe　チャイロピロウドカミキリ

花の江河，（1），Ⅶ．11；破損しているのが残念

O Strangalia gracili8　G・reB8itt　オオyマホノバナカミキリ

花の江河，♀（1），Ⅶ．11；容（1）、，Ⅶ．11

0　工βptura kuro80n自n18　吐血aya日hl　　タログッホソカミキリ

宮の鴻岳，（1），切．12

0　CI且OrO如rn白　扇．gna・tlcolll日．C払Btelnau et Ooげクスグロトラカ

ミキリ　　　安房，（1），凱15

◎カミキリモドキ科

0　0edeⅡPrCK止a　白eXnallB　泌rBeul　　ブダイロカミキリモドキ

大川，ちrl），Ⅳ・10；粟生，一♀（1），Ⅳ．＝

◎カメムγ科

0　凪lcOryBee8gT色ndi8　加nt紀rg　オオキンカメムγ

湯泊，（1），Ⅳ．12

0　Acantho80皿laもidnroid88J如Vlev　ハサミツノカメムγ

石塚一花の江河，（1），Ⅶ．13

0　Scotlno帥ra　工nri且a Bnrmei8℃er　タロカメムγ

安房，（1），Ⅶ．1守∵；（り・，Ⅶ．15

◎ナガカメムツ科

0　玩唱ae118　もelog81ew五tJakov18V．ヒメノユウノナガカメムγ

粟生，（1），Ⅳ・9；九日，（2），脱－10；瘍泊，（1），Ⅳ．12

◎ヘリカメムy科

0　HQmeOcemSlnipmctamB T加ユ蝕Tg　氷シバラビロへリカメムツ
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安房，（1），Ⅳ．15

0　Ho皿eOCem8　dlユひねmG Ho鵬もh　ハラビロへリガメムツ

石塀，（1），何．11；安野，（1），Ⅳ．15

◎ホyカメム′y斜；

0　暑lyBPpeユtaニ・¢匝Cも拍C。Plli8　Staユ　ヒメホyカメムy

安野，（1－）．，＿軍＿・ト4

◎クビナガカメや㌢倒し－　　1　　　　、－　　、

O Hol且itocOr181ew18iコ〕18℃ant　ヒメクビナガカメムγ

石塚一花の江河，（1），Ⅷ．11

◎イトカメムツ科

O ml白田lS paユ11pe8　コ〕iBtanも　コバネナガカメムy

安房，（5），Ⅳ．14，田中洋氏（採）

く備考＞カメムγについては日下調査中ですが，未だ二確の名前がわからないので，省略し

ました。不明－A；体長d混乱，石塚一花の江河，Ⅷ．11

不明－B；賭長11刀放，石塚～花の江河，rl），Ⅶ．11；rl），Ⅶ．13

秒、ソミヨタ

°　ab・Ya短1血1mana Na姐ne rSo油阜Qlela属）　ハノミヨlウ

牢固，（1），Ⅶ．14；石塚，（5），Ⅶ・11；永田，rl），Ⅷ．17

く簡考＞　体尉7－19孤，やや小型である。

その任か．，ゾウ争γ，ゴミムグなども採集しましたがこの方面は詳しくないので省きました。

同定は自分でやりました。

（文理学部3年・化学専攻）

タ　テ　ハ　モ　ド　キ　日　韓　記積

田　中　　　葦

1943年10月d日動芭島県指宿郡千買平の登山道中牌の畑でクテハモドキr多分夏型）を

目撃したので報皆する。

（顔学告は学科3年）

－15－



屋　久　島採　集　標　本　箱

永書正義　中田一章　上官陸曹

私達は，1964年8月10日より25日まで屋久島の各地を歩きました。台風1d号の襲来

で一時は飢餓状態壇で陥ったこともあり，かくれたエピソードもありました。何しろ大学にはい

った早々で十分な調査も出来なくて，採集品や観察記録も少いですから，ここにr標本箱式」に

発表いたします。

Table l

採　鎮　コ　ー　ス 安　　 房
安　　 房
′．hl′
′j、杉谷

ウイJレノ

ン　　 株

小杉谷

宮之浦岳

小杉谷
′ヽ－
安　　 房
粟・生

19 d 4年8月 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

天　　　 候 晴 暗 くもり雨 くもり雨 晴 晴

1．7 オパ色とリ

2．チヤノくネヒセリ・

3．イチモンジヒとり

1目撃 1♀

2ex8

2exS

」十 十

1ex

幼虫1

1自軍

4．クロセセリ 13 1♀ 2ex8

5．アゲハチョウ・ 1ち 1 3 ＋

1谷

うち．2♀

1♀

1♀

1、8

6．7 オスジアゲハ

ヱミカドアゲハ

8．キアゲハ

≠

＋

♯・

≠

≠

＋ト

？♀

13

負クロアゲハ ＋ 1省

1容

10．モソキアゲノー 1♀ ＋ ≠

11．ナガサキアゲハ 3exB 1谷1♀ ≠ ≠

12．キチョウ 1谷

＋

3ex白 3exB

2 ♀

5谷1争

＋

1♀

一廿 1ex

1 5．ツマベ品チョウ

14．モン・シ′ロチョウ

1 5．スジク「ロi′ロチョウ．

十 ＋

2目撃

1ムカバマダヲ 13

1えヒメタラナミジヤノメ 1ex 8白Ⅹ8 4exB ．＋

一汁

7ex白 ≠

18．ヒメジヤノメ 1e x

1容1♀

＋ 1谷 lex

3 日馨

1 鼠キマダラビカゲ 5日壷 dexB

i 2 0・クロり マ卵 ウ ＋ト 13 2♀ 2 3
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尚，カバアダラは大発生で安房，中間，原で幼虫，卵を採りせしたが詳細は後で発表します○

最後に．，出発にあたり色々御指導下さった福田晴夫，田中洋の両氏と，僕達と同行して協力して

くれ．た前田一朝君に，厚くお礼申し上げます。

〔記号の説明〕

個体数　＃　20頚以上　≠　5－10頚　　＋5屈以下

粟　　 生 粟　　 生

～
湯　　 治

湯　　 泊

～．
平　　 内

尾 之 間

《q′

・原

原 官 之 浦 宮 之 滞 宮 之 浦

1 d 1 7 1 8 1 8 1 9 2 1 2 4 2 5

雨 くもり雨 くもり くもり 雨 雨くもり 晴 暗

＋ ≠

2 8 Ⅹ8

3 ex 8 ＋

＋ 十ト

一汁 ≠

十

♯

1 容 1 ♀

十

1 ♀

1 3 1 ♀

十 十 ＋・r

十

十

2 3

．1・＋

1 8 1 ♀

1 3

1 日聾

1 3 1 ♀ ＋ 2 谷

2 谷 1

2 谷 一汁

5 8 7 ♀ ＿ 1，目撃

≠

1 ち

1 ♀

ト．－ ，－．．．，・＿一

≠ †ト

i
I
ll
i
］
i

！
，
i

g

i

i

1 e x

！1 ♀1 勺Ⅹ

」＋

1 苫

－17－



Tabl e　2

採　集　ゴ　ー’二丈

1954年8月

天　　　候

21．クスイロコノマチョウ

ー

　

ー

l

1

．

．

1

．

1

　

．

．

一

、

1

1

．

－

．

．

．

、

1

．

．

22．スミナガγ

2　3．イyガダチョウ

24．コミスジ

25．7カタテハ

26．メス丁カムヲサキ

2　スルリグテノヽ

2　8．プチハモドキ

2受リニLウキユクムヲサキ

3C）．ツマグロヒョウモン′

31．タラギンツジミ

5　2．ムラサキツバメ

55．ムヲサキツジミ

54．タラナミシ′ジミ

35．ヤマトぅ′ジミ

35．ルリツタミ

うえサツマックミ

38．ヤクyマ『レリラハジミ

安　　房

晴

－1．‾‾‾‾1‾rl、‾．▼‾　‾‾‾‾‾　‾l

1♀　‾　！1省

281♀

2♀

10も

lち3♀

38Ⅹ8

5exB

．ウイノレソ・小杉 谷

′－

水路 容 無　 壁

シ1・‾・株 官之浦岳 安　‾‾’房

・1ニ21＿ 」　で「 1．－4、‘′ 1 5

くもり雨 くもり雨 晴 晴

：t＋‾

2♀

2 省1♀

1♀ 2 省1♀

－∴・1 ♀：　十

1省

こ1古

13 1♀

1 日馨

2 容1♀

一汁

1ち3♀

＋

≠

1♀　‾

1♀‘．

‥サ

1ex 4♀

1 苗2♀

2ex8 ‾

‘ex 8 十

7・eXB 十 8ex 8

5ex 8 I

＿＿一

13

1 番

50Ⅹ8

1 古 2－3

1谷

後　　　記

0　屋久島での越冬がわからないアマミタラナミグジミの成虫，幼虫いずれも全く発見出来な

かった。

0・迷妹として，リユウキユウムラサキ，メスアカムヲサキ，ウヌイロコノマチョウ，カバマ

ダラを発見し，かくマダラ，メス7カムラサギの一時的発生なみとめた。

0　粟生でのカバマダヲの採集記録（1964年7月初めの粟如、孝校生によも）を先生より

鮒いね

0　ミカドアゲハの8月の記録は初めてと思われる。

0　蛾頬も小杉谷等で多少採無し7㌔
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菜　　 生
γ粟　 生

湯 ．＿つ宣 ＼喝∵之周

～
　 庶・‾ 宮 之 ‾輔 宮 之 浦 宮 之 滞

湯　　 泊 平　 内 庶

1 5 1 7 1 8 ・1 8 1 9 2 1 2 4 2 5

雨 くもり雨 くもり くもり 甲 雨 くもり 暗 碑

1 谷

1 ♀

1♀1 日x 8

1 日盤

2 ♀

3 3 1 ♀

・廿

1 ♀

2 省 2 ♀

≠

18 Ⅹ8

2 ex 日

i
j

1 3 1 ♀

1 ♀ 1 ♀

1 ♀

・廿

5e x B

1 ＿♀

3 e x s

3 8 Ⅹ8

1 ♀

≠

≠

≠

≠

≠

」十

3 ♀

1 1 e x 白 ♯

2e x 白

井

1 3

2 1e x 8

再度屋久島でオニクワガタを探る

今度の採集旅行中，8月15日，花の江河のすこし先で畢児島県5頭目のオ声、ぞ1ワギクを坪墳

しました。これは堅久馬で以前1頚採集されていたもので，これによりあらためて，分率が確認

されました。　　　　　　中田一章

（永音正義：隻学頼義化学昌年，汀噌ト璃：腔瑠琶林芦料1年，上常陸書：壊畢郡盈瑚寸．1年）
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佐多1963年秋の蝶

田　中　　　章

私は1、9d3年10月15日から18日の4日間試験休みを利用し，友人勒田哀感晋と鹿児島

県肝付郡佐多岬方面に採無に行った。迷蝶に遭偶することを期待していたが，ギンモンクスキチ

ョウ以外は何も日常さえ出来ず，矧暦しい収量もなかったが媒類の日馨と採集記録にアサギマダ

ラの観察記録を含めて報告する。

旅行中お世話成たった池田君，宿舎を貸して下さった漫学部造林教室，佐多でか会いし色々と

楽しくお話し出来た村井昭氏に感謝します。

コースおよび日程

10月15日
こ

西題児島発（8：38）汽車　山川港（11：00了‾頑？伊座敷（12：00）コ貰，大泊

（12：40）田尻へ採無→宿舎（17：38）大泊

10月14日

大泊（10：00）→田尻→佐多岬（12：OD）採集（1d：00）→田尻→大泊

（18：00）

10月17日

大泊（9：15）→外之浦一一→間泊→竹之浦→古里日3：00～14：00）→竹

之潤一→問泊→外之浦・一一づ大泊（18：30）

10月18月

大泊（8：30）ヌ宝島泊（9：00）採換（12：00）；劫座敷（12：20）採賂（

1d：00）蘭’山川→西鹿児島

採集・目撃記録（朝多い，≠普通，＋少い，で地名は田尻は田，大泊は大，のようにした）

セセリチョウ科

1．　チヤバネセセリ

全コースに一番多くクツギ，オイラン∵アザミに多く吸蜜に来てい‰

2．　イチモア・ジセセリ

全コ「ズで前種に次いで多く前電同様クツギ，オイランアザミに吸蜜に来ていた。

3．　タロセセリ

大．1日（Ⅹ．15），大→田・2exB探（X．1d）→fb88村井昭

アゲハチョウ科

4．．7オスジアゲハ

大・＋（Ⅹ・15），岬・＋（Ⅹ・1り，外→間．＋（Ⅹ．17），竹．＋，古．叶（X．・

17），島．≠rX．二18），伊．＋（Ⅹ㌧18）

－・20－



5．キアゲハ

竹．131♀採（X．17），古．÷（X．17），島．1日（X．18）

‘．　アゲハチョウ

大～田．≠（丈．15），大．由．山附（Ⅹニ1d），大．≠（X．17），竹．＋（X．1

7），古．♯（X．17），馬．伊．ヰ（X．18）

ス　タロアゲハ

岬．1日（Ⅹ・1る），外～問．1♀冒（Ⅹ・17）；島．＋（Ⅹ二18）

8．ナガサキアゲノ、

鳥．13日（Ⅹ．18），伊，＋（X．18）

ま　モンキアゲハ

竹こ1日（X．1－7），古．2日（Ⅹ．17），馬．＋（女．寸8）

シdチョウ科

10．　キチョウ

大一日．≠（X．15），大．十（1ち採X．16），田．岬．＋（Ⅹ．1d），外．十（X．

17），外一問．＋（3ex感栗X．1－7），竹．十（X．17），宙．＋r元．17），馬．≠

（X．18），伊．≠（Ⅹ．18）

11．　ツマグロキチョウ

大・＋（1省採Ⅹ・1d），岬・＋（Ⅹ・1d），外～問・＋（Ⅹ・17），竹・＋rX・1

7），古．＋（1占Ⅹ採X．1ナ），馬．＋（X．1白）

12．モユ′キチョウ

田．1日（Ⅹ．l d）

13．ギン嘉ンクスキチョウ

田．1♀（X．1d），馬．1ち（Ⅹ．1．8）　これは自ATSUMA58号に発表ずれ

14．　ツせくニチョウ

罠～岬．‘ex臼（X．1d）村井昭氏御教示．大．1早目rX．17），古．3吉日（1♀

採Ⅹ．17），島．．≠〔931卓痍Ⅹ．18）

15．　モンシ′ロチョウ

大．＋（Ⅹ・1り，田．＋（1省採X．15），岬・＋（Ⅹ・1の，外一問・＋（X．17）

問．＋rX・17），竹・古．＋（×・17），島．伊．≠（X．18）

15．　スジグP yPチョウ

馬．伊．＋（Ⅹ．18）

シジミチョウ科

1ヱ　ムラサキシ∵ノミ

岬．＋（Ⅹ．15），古．riかⅩ痍Ⅹ∴17），馬．＋（‘Ⅹ．18）

18．　ムラサキツバメ

一才1－



大～田．≠（X．15），大．≠（1谷1♀採Ⅹ・1d），田・十（Ⅹ・1d），岬．≠（2

♀採X．1d），竹．古．≠（X．17），島．≠（Ⅹ．18），伊．♯（X．18）

て現　ウヲナミックミ

天．十（1ち撰文こ15），大．田．＋rX．15），岬．1日：Ⅹ．15），大．外．＋（X．

17），外一問・閥．竹．古．淵（X．17），騙．伊・朴（Ⅹ・18）

2－0．ヤマトシジミ

大．榊（433♀採X．15），大．≠（2ち採Ⅹ・1d），田．≠（d谷3♀Ⅹ．1d），

岬．≠（218Ⅹ臼採Ⅹ・1d），木・外、．サ（Ⅹ・17），外～間．件（431♀採Ⅹ：17），

間．竹．古．≠（Ⅹ∴17），晶．伊．融X．18）凛本は南野槻氏保管

21．　ルりシ′ジミ

大．≠（2苫採Ⅹ・15），大．≠（1谷2♀採Ⅹ・15），田．≠（X．1d），岬．廿（

X．1°），大．＋（Ⅹ．17），外．≠（X．17），外一間．碑rX・17），周こ’≠（X．

17），竹．古．＋（X，‘17），馬．1HlS採X．18）

22．サツマシ・ジミ

大．（1exx．15）村井昭氏採，島．十（3ち採X．18）・

23．　ツバメ・ツジミ

．外～畔．ぐ1・谷採Ⅹ．‘17‘）

24．タイワンツバメシジミ

大・（2省採X．15），大．（13採X．1d），外～間．r13採X．17）

‘ウラギシシジミ科

25．　ウラギソγジミ

大・田・岬・十（Ⅹ・lり，外一間・≠（Ⅹ．17），問．竹．＋（Ⅹ．17），古．≠（

X．17），馬．≠（Ⅹ．18），伊．十（Ⅹ．18）

マダラチョウ科

25．・ナサギマダラ

太一田・件（1♀採Ⅹ・15），大一軍．．†廿（1省一1♀採Ⅹ．14）．，由．十（X．1d），

岬．丼（X．10・，砲．≠て一2♀採Ⅹ．18）

タテハチョウ科

2ヱツマグロヒヨウモン

‘太一・＋（Ⅹ‾．1り　田．心は．1d）湖．十（X．1°），間．♯（．x．17），竹こ

古・朴（Ⅹ・17），馬・＋（Ⅹ・18），伊．≠（Ⅹ．18）

28．　コミスジ

大・1日（X．15），大～田．≠（X．15），外～閲．間．＋rX．17），儀．≠rx．

り），古．＋rx．17），・竃・≠（Ⅹ・18），伊．十rX．18）

2q　キクテバ
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鳥．1日（X．1・8）

50．　7カタテハ

岬．1日（X．1d），古．1日（X．17）

31．タテハモドキ　（F：秋型，S：夏型）

∴か2日（1甘♀採Ⅹ・1り，田・ヰ’（・13♀採Ⅹ・15），岬・＋rX・1り，1竹・≠

ノー（（1卵採X．1り，古・朴（1S♀，5甘谷，1F♀探X．17），鴇，＋（2S容，・1F

容採X．18），伊．≠イ1S省，2F8，1F♀採X．18）

、32．イyガケチ卓ウ∵

二回・5日・日♀採Ⅹ・1d），岬・用（Ⅹ・1d），竹・1日（Ⅹ・17）

一　ジヤノメチョウ科

53．ヒメタヲナミジヤノメ

大．（1ex採X．16）

34．タラナミジヤノメ

大．（1ex採Ⅹ．15），大．寸（2ex撰文．1d），岬rlex採X．1°），u外一問．

1日．（X．17），古．＋（Ⅹ．17），島．十（Ⅹ．18）、，伊．＋（1ex礫X．18）

35．クロ∵ヒカゲ

古．十（Ⅹ．17），馬．♯rX‾∴18）

3＆　クロゴノマチョ　ウ

大．rlex採Ⅹ．15）村井昭氏採集

アサギマダラの休止行動の観察

X．15，14：30－15：50の頃大泊の海岸から田尻への峠の風上附近で久のことを観

察した○当時曇り空で，この附正は特に暗くカメラのyヤツタ．－がf・タの1／15で写らないほ

どで奉った。道路添いにオイラン∵アザ説鋼票つぼっと咲きその暗い所佗アサギマダラが10数頚

フワフワと飛んでいた。飛ぶ範囲は大体花の附堀の5－5mの範囲で，吸空し，時々そばにある

数メートル以内の枯枝の下忙向高た部分や，つるのたれ盲がったものの先崩，（時々途中）に止ま

りすぐにブラリと盲がるようにして止せる。中，後脚でつかせり，アソテナはほとんど上方に近

く，箱はほとんど垂直で後期は潮時に入れて後期の前縁が少し出てレ1る陳であった。個体の問は

2〇・一30仇のヨ王くまでは虐まうたが集団でくつろいで止まる様子はなかった。3頭が正　に止

せっている時，1腰が飛び出したら次々に他の2盟再とも飛びだして附正をしばらく飛びまわった

後また花に行くのと止まるのがい疫。この止せる磯子など越冬と関係があるのだろうか。・

その　他

γパパギ綻大泊から古畳まで畦点々とあったがダイワユ′ツバメシ′ノミの成虫は外之浦と、冊泊の

間でしか発見出来なかった。シ・パパギは花がすこしあり，実ばあまわなかったし，時頼が分そい

せレヽもあるだろう。

竹之酎Ⅹ・17）叫クアクー（約10本）でかくて‘ダラ輿がし元が何細心早三0
（泉学部芋虫学専攻3年1
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セセリチョウ科のPu¶⊃ingの記録

田中　洋

磐瀬太郎避よると嫌と水の関係に①皿血1山姐li喝（馳醸せる煤の）㊨晒成山鳩

（口吻で水を吸って，それで身体を洗う動作）③bathing（水浴）㊥pmpingの4つがあげ

られているe

その中で，ここでは貰mmp加gといわれる「口から液体を吸いながら，尻から液体を出す行

動」について，私のもつ断片的な観察記録をまとめてみた○‾この習也ウ㍉どんな絃類にあって，

どんな糟粕に盆いか，どんな意義があるか，という問題を調べることは興味があり例数をふやし

ていく必要があると思う。セセリチョウ科4種についての記録は次のようなものである。

1．オオチヤバネセセリ（図参照）

1952年7月11日　摺馬山靡・粟野町永谷～粟野岳温泉　天気（晴）：新鮮を1頚が路上

の牛アンの上に止って口吻を出している。よくみると口吻の先端は腹端の下までとどいて，音か

んに吸っている上強動作である。数10秒かきに尾端を下化せげて自分の排出液を牛フγの上

にかけている。牛アンは乾燥していないが，うすめるのか，とかすのか∵－05分間眺めていた

が牛が通ったため町逃げて性別は不明。（10時22分～27分）‘

2．　7オバセセリ

19°2年7月13日　常鳥山粟野岳温泉　天気（盈）：新鮮な1厨が乾いた土の上で口吻を

のばしていたが，よくみないうちに飛去った。しばらく後，また止って由る個体をみていると，

尾端をまけ受排出物を出したが，近よれずに汲汁しているかどうかはわから夜かうた。（7時

55分）’同じ日．，すこしはなれた地点で石の上に白い鳥のフ∵′があり，小破1♀が止ってバネ

をふるのせているのをみた○鳥のアンは熟へていたが，数十秒ことに尾端をまげて排泄し，口吻

を出してはいたが，口吻の先端云囁鞠の下まで達していたかはみえなかった。（8疇45分）

いずれも敏感で近くからその全行動を眺めることはできなかった。

5．L　コテヤバネセセリ

1952年7月13日　姶良郡粟野町永谷　天気（農）：新鮮を1頚が乾いたコンクリートの

韓の上に止うて口吻を出しているd水は査いし，何を吸っているのか。また，排泄もしない。（

15時48分）、

1952年軸12日　肝付郡大根占町神川　天気（快晴）：混地上に新鮮な2頚が降りてい

た○口吻が遠くからみえず吸水をしているかどうかわからないが，時々尾端を下にまける動作が

みられたi（正年頃）

4．クロセセ甘

1943年8月12日　肝付郡佐多町大泊～田尻　天気摘）：1ちがホウログイチゴJ頂上

にある白い鳥のアンに止って口吻をのばしていた。樹林内の日光のもれる巌仕手，年末すわ寸九
葡夜話眉唾面前俵閑話1頂音調「‾膏テ苗「丁す甘手車手許
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にある薬で，鳥のフンは乾いていた。そのためか，尾端をすこし下にまげて少量ずつ黄色で粘り

気のすくをい液を2分間絃5回排出した。とかすしぐさをしてから吸うのがみられた。かなり近

よって観察できたが，2分間でとび去り，しばらく待っても帰ってこなかった。（10時8分～

82分）福田晴夫氏との共同観察による。

⑳オオチヤバネセセリと同じ日，同じ所でダイミヨクセセリ1鰯も午のアン上に止っていたが

自分の排出液を出すしぐさはしなかったし　バネは①一向がすべて閉じるかⅤ字形に開いてい

る姿と承り‘，はと、んど水平か－カサ磯庇びろげていた。（‾‾10時12分）

そのど，そのような例をみるチャンスがない○従来の文献に上って，禍氏Z）のキバネセセリ

（イチモア函セリ・，すオチヤバネセセリ，コテヤバネセセリ），洒勾氏3）のイチモンジセセリ，

高倉氏4）の対ヤバネセセリ，枝氏ののオオチヤノミネセセり，イチモンジセセリ，岡出氏6）のチ

ャバネセセ可，平井氏7）のイチモンジセセリ，信太氏8）のヘリグロチヤバネセセリなど細るこ

とができた。（内田氏の原典かエぴそれ以前のものは未見）　これで合計8柘のセセリチョウ類

で似たような行動がみられたことになる。レ、ろんな条件のもとで放たような行動が超っているこ

と吐，職を醜で帥のでは帥かという感じもするe磐瀬氏1）によると，ある君的ガにも例

がある（蛾類通信13号，1958）という。

1）磐瀬太郎r1944）

2）内田　畢（1944）

3）洒勾　満（1951）

4）高倉錬男（’1954）

5）枝　重夫（1955）、

6）岡田盤白く1955）

り平井　努（1957）

8）信太利智（19d5）

参　考　文　献

チョウの水浴，蝶と蛾14（4）：102－103

〔未見〕，虫界速報（13－14）

クソクウムγ，SATSUMA l（2）：8

プチヤバネセセ用泄物を吸う　新昆虫　7r13）：32

キマダラビカゲが汗を吸う，所昆虫　8r5）：51－52

こん虫の生活r金子音澤）：137

イチモンジセセリの一習性，新昆虫10（3）：51－52

へリグロチヤバネセセリ排泄液を吸う，佳肴蝶15（55）：－

125・－125
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与論　島採’壌　植物　目　録　予報

池　田　濠　寮

本予報は1951年8月から1Pd，4李8月轡：5回に亘って与㊥鴎に曙省した際，採集した

も♂路標本によって記す。hEB虻虻（第5号）．に坪和己偏として記し牢も？ゐぅち，毒癖の

分濾盤理の恵でとこに包括する皐にしたも叉林産の為あ紋採袈場所を（）に入れ，参考の為こ

の期閏年調べた方名のうち同島で一般に使用されているものをローマ字で〔〕の中に什㌻番推

した○

なおこゐ記録を啓くにあたり，周足して戴い揖初島鱈彦先生・i迫静男先生に煙く碑L申し上げま

す。



羊　歯　植　物
1

ク，ラボ‘γ科：ホウライγダ，オオイワヒトデ，ボツダ，オニヤシソテツ；ブラゲヒメワラビ（ビ

ヤーヌ′ミンク），リークキユクマメメタ，イyカクマ，クマツダ，ホコツ身，シマハチジヨ

クツダ，リユウキユウイノモトソク，モエジマツダ，ウスバジグ（ビヤ一文ノくシタ）・

ナチγケツ〆，ホラグノブ（ビヤーヌパンク）

ミズワラビ科：ミズワラビ（密度池）

ウ≠タロ科：コノダ（ビヤーヌ′1ンク）

カエクサ科：チリハカエクサ〔8hlda姐ziェ色〕

デソジノウ科：ナユ′ゴクヂンジソク

ヒカメノカー豪テ痢：ミズスギ

裸　子　一植Y物’j

ソテツ科．：ソテツ〔8hichichl〕

イヌマキ科：イヌマキ碍〔：疲通産ま〕

マヅ科：リユウキユクマヅ〔皿aChi酪〕

被　子　植　物

双　子　喪’痛！物

（髄　弁　花　数）

コツヨウ利：サメ”　ブ高市ズラ〔痴8由云1料〕こ

クワ科：カジノ考，タイ箕ビワ，アコケ〔u乱加〕，ハ寺イ又占う千ehi料血浮g色〕，オ

ォィクビCe止血ichaわ1〕，ガジユマル〔酔51m乱rn〕

イ壷、クす科：カヲムグ〔・痴mp〕，ヤンバルヅんマオ

どすク身．ン科：カナピキゾウ（大金久）

ウマノスズクサ科：リユFゥキユ料、サ’マノズメタサ

メヂ科：ツ‾ルソバ，γマビメタデ〔ta且i〕、，、イ罵タ≠〔壷Ai〕！タダデ〔通達－i・〕．ヒメ

ミチヤナギ（朝戸），ギブギグ〔k6pim〕

ァヵザ科：カワヲアカザ〔na血通辞ユ由、〕

ヒユ科：パテジヨウイノコメチ，ケイノコメチ，去ソ′くイノ二i女チ！ヅ、ルノゲイトウ〔髄町a〕

アオゲイトク，アオピユ，ノゲイトウ（古畳），イノアサギ，イ又ピ云

ォッロイバナ科：ナハカノコン・ウ（域），オオクサボク（郡間，シルあナう久自）iトをガメラ

（メークチバン〆）．、

ザタロノウ寓：ミんスぺけとユ（γナノ．て），．ツルナ（ハきゴー）

スーり「ヒユ科：ヌベリヒユ

ナヂツコ科：バ　ツヅ’（大金久ブ，、．ウ声、コべ言ぺノブスマr大金久）

ウマノ了シガタ科：リユウキユクボタ／ヌル，アマキツネノボタン
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ツゾラフジ科：ミヤコジマツゾラフジ，アオツゾラアジ
ツ

クスノキ科：スナヌル〔血王naBh土組立ira〕，ヤプユタケイ〔hlra申gl〕，ノマビワ〔p6

ハスノバギリ科：ハスノバギリ（前浜）
－Chi〕

アジ利：苧ケマンiyマキタマン

ブウチョウノウ科：ギヨポク〔a皿gi〕（朝日）

7ブラナ科：マメタンバイナズナ，ヤソバルガラゾ（大金久）

ペンケイソウ科：セイロンベンアイ〔且un加i辞18a〕，リユウキユウベンケイ（メーグチバノ

ダ），yママンネングサ，メイトゴメ（大金久）

トベラ科：トベラ〔mblra〕

バラ科：テンノウメ〔1g坤凪gl orl血出払も8u〕，ツヤリンパイ〔旬葱chl〕，テリ′ゾイバ

ラ〔痺nlgl〕，リュ舛ユウノ亭イチゴ，ナワ四イ形，ホウロみ封〔ic撤1云〕，へ西村

マメ科：クサネム，ナンテンカメラ，ハマナクマメ，γイノキカメラ，γパパギ（ビヤ一文′くノ

ダ），ハイマキエバギ（朝戸），ハギカメラ（ビヤーヌ′くンク），ナハエポッグサ（首膜），

メドハギ，γロバナミヤコクサ（供利），yマエソジュ（ツナパ），コメツブウマチヤγ，

ッナガワハギ（城），ハマセンナ（大金久），クロヨナ（前浜），タイワンタメ，タンキリ

マメ，イソフジ（ハキビナ），クソエンドク，カラスノエ／ドゥ〔iram和止〕，スズメノエソ

ドゥ，カスマグサ，ハマササゲ，ホソミノエビスグサ，タイワニ′＝いマツナギ（郡閏），ハブノウ

カタバミ科：カタバミ，ムラサキカタバミ〔卿ta86〕

ミカン科：7ワダン，グッキツ〔glnglchl〕，サルカケミ環y〔白邑raki〕

ヤ．ンダy畢：センチソ〔軸五n且an組〕
ビメハギ科：ヒメハギ（大峯山）

タカトウダイ科：エノキグサ，アカギ〔乱姐gl〕，オウγマコバンノキ，ク．ミモドキ〔k卸Cba

nl〕，ツゲモドキ（大金久），ハマダイゲキ，γマニッキノウ，イワダイゲキ〔nnImC址gl〕

ハイニッキノウ，ミヤコジマエγキノウ（古畳），カニ／コノキ〔五gl皿〕，訂ミカンリク，

7カメガツワ，とけパパ華，コ．ウトクヤマとバツ，ア．ミガサギリ（ビヤ一文メンター），ク

スノバガ㌢ワ

ウルゾ科：ハゼ〔k68higl or hazlgl〕rビヤ一翼′くンタ）

ツルウメモドキ科：，マサキ〔yachl申），ハけルマサキ

カニヂ科：クスノバカエデ（茶花）

ムクロブ科：コフウセンカメラ（朝声）

クロウメモドキ斜：ヒメタマヤナギ彿kk6〕，クロイグ〔a8hiklta〕

ブドウ科：ミツバピソポウカズラ（朝甲），エビズル（朝戸），ノブドウ．〔y馳加1db〕

yナノキ科：トガリバツナソ

アオイ科：リユウキユタトロ？アオイ，オチ′「アポウ〔3屯喝亀〕，ハイキンゴジカ，オオバ一汗ソ

テンカ，エノキアオイ（朝戸）
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ヅノミキ科：ハマヒサカキ〔glm〕

オトギリノク科：フクギ〔pukugi〕（我叉帰化），オトギリソク（大峯山）

ミゾハコベ科：㌢マパラゾウ，ミゾハコベ

スミレ科：ダイワソコスミレ〔81五nlr（∋〕

グミ科：ツルグミ〔ユ元bl〕（朝声）

ミソハギ科：ミメガユ′ピ，キカツグサ

7トモモ科：ノくンジロク〔匝n白h土ml〕（親叉礪化）

ノボタン科：ノボタン（ビヤ一翼バン∵ダ）

アカバナ科：キダチキン㌧ベイ，クスダチョウジグデ（郡間）

セリ科：ハマウド（郡間），ツポクサ，ノチドメ（朝戸），セリr朝声），ボタンがタフタ，ヤブタ

ヲミ，マツバゼリ，ハマポウブタ〔辞【呼岨5如nl er脚乳gl〕，ミツノくゼワ（朝戸）

（合　弁　花　頬）

ヤブコウメ科：モクタチバナ〔achl池1〕，ツマイズセンリョウ（ピヤーヌ′く′タ）

サクラゾウ科：ルリハ3ベ〔血izlI虫uBa〕，リュウキユウコザクラ（大金久），コナスビ

（ビヤーヌ′く′タ），ノ、マポッス，モロコシソウ

イリマツ科：イソマツ，キバナイソマツ（前浜）

アカテツ科：アカチッ

カキ科：りユウキユクコクタン（メークチバンク），リユウキユウガキrメークチパンダ）

モクセイ科：オキナワソケイ（メークチバンク），ネズミモチ〔ungaz山Ilarは〕

キヨウチタトゥ科：ミアクラギ，ホウライカガミ，リユウキユウテイカカメラ

ガガイモ科：トクワタ，サクラランC玩mzinu田・inngはむmm〕，ソメモノカメラ，ツル

モウリこ′カ

ヒルガオ科：アオイゴケ，ソコベニヒルガオ，ダンパイヒルガオ〔1風ma姐zira〕，アツパ

アサガオ（大金久），ノアサガオ

ムラサキ科：ハナイバナ（朝声），ブタマンギ〔皿a【凪n疹〕，γマスナビキノウ（郡間海岸）

モノ′りキ〔日脚叫声〕，カキパテアヤノキ（古里），キュウリグサ，チッヤノキ

〔白hlcham姐〕

クマ・ツゾラ科：オオムラサキツキプ，イポタクサギ〔騨malβmgl〕，アマクサギ〔klBa′　′r　　′r　′ド1

gl〕言；言言言言説オクサギ〔m蜘Chl〕，クマツゾラ，ハマゴウ
〔h融18hi〕，ミツバハマゴウ〔h触8hl〕

ゾソ科：ブゾロイバナ，ヤンバルクルマバナ，コナミキ，リ亭ウキユウクルマバナ，コ云ガクサ

ナス科：クコ（朝声），メジロホウメキ，キンギンナスピ〔mmch否chln），ヤンパル

ナスビ〔mu．mn，ユta包〕．1m〕

ゴマノバグサ科：アブ㌧！メ：トス・二くメノけガラ／，シマウリクサ，イヌノフグリ，アゼナ，カワ

ジサ（郷間）
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ハマウツボ利：ナンバンギセル

タヌキモ科：ク又吏モ（菅原池ナ

キツネノマゴ科：ツノックバネ（メークチバンク），キツネノtマギ・

オオバコ科：オオバコ〔p三一匹I血188〕

アカネ科：リユウキユタヨツバムグき，ヤエムグラ（大金久），ソナレケグ＿タiケニオイグサ，

ハマへクリカメヲ，／ラグマカズヲ（ハエブ），マルミポチ覆ウジ

スイカズラ科：ソクズ〔tozi〕，サンチタ’ユ〔皿1成止gi〕

ウリ科：クロミノオキナワスズメウリ（茶花），ケカラスクリ

キキョウ科：ヒナギキヨウ（ビヤー又パンク）．

クサトベラ科：クサトもヲ

キク輌：ヨモギー〔pldhl〕ノ，イアドヨメナ〔・ynm主だ払・〕1′こ，、オトココpモギ，グロパテセンダン

グサ，トキソノウ，ペエバナポロギク，ホソバワダン〔hlnBy邑na〕，プクリユウサイ，

クスペユニガナ，’タカサプロク，ウッノダケダグサ，7㌢チノギク，ツワブキ〔脚もu

ki10rノ蝕ic料もa〕・，テンニγギク，バハマグサ（朝甲），チチユタサ（ビヤーヌノく

ソク），キツネアザミ，ハマニガナ，ノニガナ，アキノノグッ，ツタ㌢メナモミ，ハルノノ

ダγ〔tuiyu〕，キダチハマクルマ，ハマダルマ，オナモミ，オユタぜタコ，クマノギク，

モクビヤツコク，アキノキリンソク，サタバコウゾリナ，カツコアザミ，γマフジバカマ

単　子　葉・植∴物

タコノキ科：アダン〔’a且an Or adani〕、

イネ科：コブナグサ，ダンテク〔盛糾），ホウライチタ〔8hiⅢadai〕，オキナワミチッバ（叶）

ギヨウギγバ〔I嘉血aki〕，クツノツ．メガヤ（東区），メイシ㌧べ〔2声gi瑚凪〕，7ラグメ

イジバ〔1重ね蜘〕よヘンリーメイジバ〔辞眉1喝匹〕，アキメイ㌢ヅく〔gaぢ1叩a〕，ワ

セピエ，クビエ〔yum加地1〕，オイジワ，イトスズメガヤ（城），チガヤ〔軸），ノ、ナ

カモノバγ，イトアゼガヤ，パテジヨクスネキ〔giShlkl〕，イト束スキ〔コ吼皿鳩iBhlkl，

皿1m咤18hlkl or幻葱mtn〕，ニダウチチヂミザサ，ハイキピ．〔こn迦ki〕＿，スズ

メノコピエ，リュウキユウテクbam句担地1〕，スズメノカタビラ，・イ？ィ、男メサ（大基山）

・ハマエノコロ，ツキイグ（東金久），フグyベネズミノオは瑚租もiki），ク：ロイワザサ，

ザラグやエノコロ，ユタキピモドキ，コオエツバ，コウライソバ〔injugi〕，ノキピ（東

区），ホテイチク〔姐ra．tal〕（親叉囁化）こ、

カヤツリグサ科：コゴメスゲ〔血ぬ1〕，ハマアオスゲ，コクボタ・γパ，アイダタグ：，クグ

ガヤツ・tj〔血石拉1己bi〕，クマガヤツリ，イガガヤツリ，ハマスゲ〔騨正路始もu紙上〕，

ミズハナビ㍉㍗ィ，マツバイ，タグテンツ牢，ヒデりコ，ヤリバリイ・

ブトイモ利：グワノごイモ〔hUユg石〕，リュウキユウハンダ

1－1‘ノす㌫「　‾′　h・キクサ
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ホックサ科：ホックサ

ツユクサ科：シマイポクサ，マルノくツエクサ，シマツユクサ〔chikl血8a〕

ミズアオイ科：コナギ

ユリ科：ソクアンづ㌧′（ピヤーヌバング），クサスギカズヲ，キキョウラン，ノカンゾウ，ヤプ

ラン，ヅ～7F〔pppui〕，サツマサンキライ〔8aI融通〕，ノプランrビヤーヌ′くソタ）

ヒガンバナ科ン、マオモト〔hamコ厄〕，サフアンモドキ〔gu811knblrn〕，リュウゼツラン

〔tonbian〕

ヤマノイモ科：キールγヤマノイモ

アヤメ科：グラジオラス〔評唱in匝8u加rの・，

ツヨウギ科：ゲットウ〔日印m坤畢y年諷g6℃乱〕
ラユ′科：オキナワチドリ

以上今までに採亀もた机は合計、93科351緒である。
．　　　．

これらの植物のうち分布上匠患すべきものとしでは，本品を北限となしているものにアワダγ，

リュウキユタベンケイソウ∫ナハカノコゾウ′トゲカメラIyマバラゾウIコウけヤマヒバツI

オキナワミチシバなどがある。

（鹿茸郡林学科　5年）

トカラの昆虫

トカヲ煉類調査隊

19°4年7月13日～30日，生研の会員，田中　章・嶋　洪・大我段輔

上官経書の4名は，トカラ列島，宝島及び中之島で脚の．採集，調査を行った

名目は蝶類調査であったが・，甲虫，蛾，′j、動物，陸寝貝等も撰無しできた。

現在，整理中で，のち本誌とSATSUMAに別けて発表される予定です。
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編　集　後　記

桜島の悠然たる姿を前にLでは，囁臭員の心臆，飴裕過剰ぎみ

となり，例によって，例のととく，遅れて発行する事に成りまし

た。

解熱に際して，山根先生にあられては，御多忙中にかかわらず

映よく仰寄稿いただき，叉，田中洋氏からは，たびたび助雷をい

ただき深く感謝するものです。

本号にかいては新人の進出が大分みられましたが，来号では，

なお一層店佐吉れ，hE王3ENの発展を朋得するものです。

編集子

hE】∋EN　　　　第7号

鹿児島大学生物研究会会誌

発行日：19d5年3月31日

編　集：大我俊輔・上官陸曹●中田一章

印　刷：鹿児隠市山下町75

明るい窓社．TEも（り　8335

鹿児島市上荒田町鹿児島大学学友会内
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